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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
日本中世史の研究は伝統的に武家社会ないし荘園制の理解を中心にして進展してきた｡研究資料の圧倒
的多数が東大寺,高野山などの寺社荘園文書であること,島津,熊谷,三浦,小早川といった鎌倉時代以
来の武家文書も比較的早くから整ったかたちで公刊され,利用しやすかったこともそうした研究のかたよ
りを大きくしてきた｡これに対して公家社会の研究は遅れがちであった｡日本の公家は多く日記を残して
いるが,そうした日記はこまかな宮廷儀礼にはくわしくても,社会の経済的な仕組みを解明するには困難
が多かった｡比較的近年になって,九条家文書 (宮内庁書陵部)をはじめとして,久我家文書 (国学院大
学),広橋家文書 (国立歴史民俗博物館他)などの公家の家文書の整理と公開がすすみ,研究がしやすく
なるにともない,公家領の個別的研究も少しずつ積み重ねられてきている｡本論文はそうした学界の新し
い動向にのりながら,とくに研究の手薄であった鎌倉時代の後期から南北朝時代に焦点をあて,同時にそ
れと対比しながら,ひろく平安時代以来の公家領の動向を分析したもので,先行研究が平安時代に力点を
おき,あとの時代への見通しを欠いていたのに比して,中世後期との対比によって,前期の公家や公家領
のありかたを浮き彫りにすることにも成功している｡
中世の公家領は本家職,領家職,預所職などからなる重層的な職の体系のなかに位置付けられていた｡
その体系の頂点に位置するのが本家であったが,本家の地位につきえたのは王家と摂関家に限られていた｡
それ以下の公家の所領は本家の安堵をえて,家領として維持されたのであるが,鎌倉時代の後期になると
本家以外に治天の君たる院や天皇が直接,個々の公家に安堵を与えるようになり,しばしば本家との衝突
を引き起こした｡論者はそうした個々の事例を丹念に追いながら,鎌倉後期は治天の君の側も,まだまだ
本家の安堵権を尊重せざるをえない状態がつづいていたことを明らかにした｡後醍醐天皇の建武政権にな
ると,治天の君は従来の個別の家領荘園に対する安堵ではなく,形成過程にある家門そのものを安堵の対
象とし,同時に家門に属する所領荘園,すなわち家領荘園を一括して安堵する方法を案出し,これが一般
化するようになる｡ 論者は,この方式が以後,南北朝時代の両朝それぞれの治天の君,さらに王権の吸収
に成功した室町殿権力にも受け継がれていったと説く｡
中世公家の財産形態について,これを夫婦同財とみるか別財とみるか,論争のあるところであるが,論
者はたんに公家法の法令解釈にとどまらず,実態の運用状況を詳しく分析し,夫婦がそれぞれ別財を共有
している状態であるという｡中世前期の公家社会の財産は分割相続が慣行であった｡女子へも相当の財産
贈与が行なわれたため,世代ごとの婚姻の繰り返しによって,家産は急速に分散しやすかった｡この事実
そのものは特別の研究をまたずとも容易に想定しえたのであるが,その実態を何世代にもわたって具体的
に観察することは,史料的な制約があって困難であった｡論者は京都大学に所蔵される勧修寺家文書や,
陽明文庫の近衛家所領目録を使って中世前期の所領が家や氏の枠を越えて移動する状況を詳しく検討した｡
一つの家に固定されて伝えられる所領は多くないが,母方からの所領の流入も多く,そうしたことの繰り
返しのなかで,鎌倉後期になると徐々に単独相続-の移行と,家ごとに固定した家領の形態が現れてくる｡
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女子に対する一期分の譲与もこうしたなかで現われた｡また未婚のままであった女子や,子供のなかった
女子の所領がその後,婚姻や血縁関係からでは説明のつかない人物の手にわたることも,論者の研究によ
って,彼らが多く彼女らの政治的 ･経済的な庇護者であったことが明らかにされた｡このことも中世前期
の家や氏の枠を越えた所領の移動状況にたいする合理的な説明で,当時の家のあり方ともかかわる重要な
論点である｡
論者の説くところによると,中世前期にははっきりしなかったが,やがて公家社会においても家恩や恩
領といった観念が成熟していった｡上級領主-の奉仕とひきかえに荘園の下位の職に補任され,さらにそ
れを子孫に伝えることが許されるようになって,次第に主従の関係が形成されていった｡鎌倉後期の本家
は功績のある従者に家領を与えるため,下位にある代々の本所領を回収することもしばしばで,公家社会
の所領秩序は動揺が絶えなかった｡建武政権とそれに続く南北南朝の政権は敵対する公家の所領を没収し
て,これを奉仕者に与えていた｡こうした関係は王権の実質的継承に成功した室町殿にも受け継がれたと
いう｡
論者の説く中世の公家領の歴史的変遷は具体的で,説得力に富むものとなっている｡ 公家領に対する安
堵という切り口を発見して,これを長い期間にわたって系統的に追求したことが本論文をその他多くの公
家領研究からきわだたせている｡ 論者がもたらした成果はこのように顕著なものがあるが,しかし難点を
いえば,その分析の対象が摂関家ならびに中下級貴族の所領を主体としており,肝心の王家領荘園につい
ては,まだ具体性を欠いている｡ 日本中世の公家は多く王家のあり方に規定されており,また比較史的観
点からみても,日本中世の王家には謎と疑問が多い｡本論文はこの問題を正面から扱っておらず,公家領
全体の分析としてみればなお不満が残る｡ これは研究蓄積の多い武家領についても同じことで,もう少し
武家領と公家領の対比が試みられれば公家のあり方の特殊性がより鮮明になるであろう｡ しかしこうした
点は年若くして本論文をまとめ上げた論者の今後に期待すべきものである｡
以上,審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡
1997年2月24日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,合格
と認めた｡
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